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芳香族化合物５種の分析（２）捕集効率

１．蒸気圧が0.1mmHg（25℃）ないし0.01mmHg（25℃）以下の物質が捕集可能

■プロトコル

蒸気圧の異なる芳香族化合物５種を添加し、通気後のカートリッジの捕集効率を検証しま
した。

Monochlorobenzene 12mmHg, 

25℃

<2% ×

1,2,4-
Trichlorobenzene

0.46mmHg, 

25℃

38-72%

CV=23%

△

Biphenyl 0.0089mmHg, 
25℃

>97% ◎

2,2’-
Dibromobiphenyl

0.000076mmHg, 
90℃

>97% ◎

4,4’-
Dibromobiphenyl

0.000076mmHg,

90℃

>97% ◎

PCBPCB＠＠GasGas

一時間放置

溶出

GC/MS

濃縮

通気注２）

24時間、20Ｌ/min

30％アセトン/ヘキサン

注２） ローボリュウムサンプラー：柴田科学LV-40BR

芳香族化合物5種注１）

等量混合物
10μｇ添加
ｎ＝3

芳香族化合物5種注１）の回収率とカートリッジへの適用
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